
（別紙３）

～ 令和7年 12月26日

（対象者数） 32 （回答者数） 19

～ 令和7年12月22日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・複数のお店の中から自分で行きたいお店を決めてい

ただいたり、個々の自立に向けた力を意識した活動と

支援の提供に努めます。

2

・引き続き、日々のコミュニケーションは大切にしな

がら、支援等についてのアンケート等を行うなど、意

見を発信しやすい環境設定をしていきます。

3

・専門職による具体的ケースにおける障害特性理解と支援方

法について臨時職員も含めた研修会を今後も実施していきま

す。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・オクレンジャーや、毎月のお便りを通して、保護者

に周知をしていきます。

2

3

将来の自立に繋がる支援の提供

・おやつ購入やおつかい活動、公共交通機関を利用した

活動を取り入れ、地域資源を活用した支援を提供してい

ます。

情報共有

・日案を作成し、支援前のミーティングで確認をしてい

ます。また、支援終了後には振り返りを実施し、更なる

改善が図れるよう努めています。

研修の実施

・年２回、全職員を対象とした虐待防止、身体拘束等の

研修を実施し、不適切な関わりを無くすため、グループ

ワーク等で話し合いをする機会を設けています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

情報の発信
・日々の避難訓練の実施や各種マニュアルについて保護

者に十分な周知がされていない。

令和7年12月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 にじいろキッズらいふ篠ノ井北（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和7年12月2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


